
大学生のオンライン授業による眼精疲労を予防する 

瞬き促進ツールの開発 
 

Development of a blink promotion tool to prevent eye strain  
through online classes for college students 

 

高木 優斗*1, 真嶋 由貴惠*2, 桝田 聖子*2 

Yuto Takagi *1, Yukie Majima *2, Seiko Masuda *2 
*1大阪府立大学 現代システム科学域 

*1Colledge of Sustainable System Sciences, Osaka Prefecture University 
*2大阪府立大学 人間社会システム科学研究科 

*2Graduate School of Humanities and Sustainable System Sciences, Osaka Prefecture University 
Email: sca00157@edu.osakafu-u.ac.jp 

 
あらまし：2019年度末から COVID-19の感染拡大が続いており，それに伴って大学では授業のオンライン

化が進んでいる．そのため，大学生の情報端末を見る時間が以前に比べて増加していると考えられる．情

報端末を見ている時間は瞬きの回数が減少するため，眼精疲労の原因の一つであるドライアイになるリ

スクが高まる．そこで，本研究では大学生を対象にし，オンライン授業時に音によるアラートで学生の瞬

きを促進するツールを開発した．  
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1. はじめに 

2019 年度末から，COVID-19 感染症の蔓延により

日本全国の大学で講義のオンライン授業化が進んで

いる．文部科学省が 2020年 10月～12月に行った調

査では，調査対象となった高等専門学校・大学のう

ち約 50％が，授業全体の半分以上をオンラインで行

っており(1)，大学生の週平均授業時間は 16～20時間

に及ぶ(2)．このことから，授業をオンラインで行うこ

とによって，大学生がパソコンやタブレット，スマ

ートフォンなどの Visual Display Terminal（以下，VDT）

機器を利用する時間が増加していることが分かる． 

VDT機器利用時間の増加により，ドライアイが起

こりやすくなる．ドライアイとは，目の表面を保護

する涙の層が均等でなくなり，物がはっきり見えな

くなる症状である．この状態で無理に見ようとする

と目の筋肉が疲労し，眼精疲労のリスクが高まる(3)．

眼精疲労とは，目を使う作業を続けることで，慢性

的な目の痛みや乾燥，頭痛，首や肩の凝りなども発

生する症状である．2008年に厚生労働省が行った調

査(4)によると，63%が VDT 作業による目の疲れ・痛

みといった眼精疲労の症状を訴えている．全国にド

ライアイの患者は 2200万人いると考えられ(5)，眼精

疲労を予防するためにはドライアイの状況での対処

が必要である． 

また，ドライアイは VDT 機器の 1 時間以上の連

続使用と瞬きの回数の減少によって発生する (6)．瞬

きの頻度は，普段は 20回/分であるのに対して，VDT

機器利用中は 5回/分以下になるとされている(7)．ド

ライアイの予防方法には意識的な瞬きと点眼薬の利

用，VDT機器作業 1時間ごとの 5分間の休息が挙げ

られる．しかし，大学生の授業は 1コマが 80分以上

であり，授業中はディスカッションや授業資料に集

中していることから，大学生が授業中意識的にこれ

らの対策を続けることは難しい． 

そこで，大学生を対象にオンライン授業中の眼精

疲労を予防することを目的として瞬き促進ツールを

開発した．このツールの使用により，オンライン授

業中に大学生の瞬きが促進され，眼精疲労の原因と

なるドライアイを予防することができると考える． 

 

2. 先行研究 

ドライアイ予防のための瞬き促進に関する研究を

まとめる． 

北條ら(8)は，ドライアイ予防を目的とした，瞬きの

頻度が 20 回/分を下回った際に，マウスカーソルに

帯同する警告ポップアップを表示させるシステムを

開発した．その結果，瞬き回数は導入前と比較して

1.8倍に増加した．大石ら(9)は，瞬きの頻度が 20回/

分を下回った際に，ディスプレイのパラメータを調

整して画面を曇らせるシステムを開発，瞬き回数が

2 倍に増加した．これらは瞬き減少を警告する研究

であり，煩わしさが課題となっていた． 

糸山ら(10)は，警告ではない瞬きの促進を目的とし

た，1分間に 60回瞬きする目の形をしたマスコット

キャラクターを画面上に表示させるシステムを開発

した．結果は，瞬き回数は 1.67倍に低下していたが

課題であった煩わしさは軽減された． 

これらの研究の課題として，瞬きの促進支援にお

いて，利用者が警告を無視してしまうこと，作業画

面上に警告が高頻度または常時表れてしまう煩わし

さなどが考えられる． 
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3. 提案システム 

今回，ドライアイを予防するために VDT 作業中

に瞬きの促進を支援するシステムを提案する．その

構成は，瞬き検知部と促進部からなる．また，先行

研究で課題となっていた煩わしさを解消するために，

画面に警告を表示させる方法ではなく，音で警告し

て瞬きを促進させる方法を提案する．図 1 に，シス

テムのフローチャートを示す． 

 
図 1 システムのフローチャート 

 

3.1 瞬き検知部 

瞬き検知部は，Web カメラを用いて VDT 作業中

の利用者の顔をリアルタイムで撮影して瞬間ごとの

目の画像から瞬きを検知し，瞬き信号を作成，その

信号を瞬き促進部に出力する． 

瞬きのリアルタイム検出(11)において，図 2のよう

に眼の輪郭点を p1 から p6 までとり，座標を取得す

る．輪郭点とは，イメージ分析や画像処理の際に目

安とされる被写体と背景の境界線上に配置される点

のことである．次に以下の式で計算される Eye 

Aspect Ratio（以下，EAR）を求める． 

 

𝐸𝐴𝑅＝
∥ 𝑝2 − 𝑝6 ∥ + ∥ 𝑝3 − 𝑝5 ∥

2 ∥ 𝑝1 − 𝑝4 ∥
 

 

この式から求められる EAR 値が小さくなるほど

目が閉じていることを示す．この値から目の開閉を

リアルタイムに検知する．今回は，EAR 値＝0.4 を

下回った際に瞬きをしたと判定する． 

 
図 2 瞬き検出のための座標取得点 

 

3.2 瞬き促進部 

瞬き促進部は検出部からの入力値が一定条件を満

たすことによって動作し，利用者の瞬きを促進する

ための警告を出力する．警告を行う条件は，通常時

の瞬きが 20 回/分であることから瞬きが 3 秒間行わ

れない場合とする．警告は視覚への入り込みによる

煩わしさの軽減のために，画面上に表示するのでは

なく音で行う．また，警告音は利用者が好みの音声

を選択して再生できる．  

 
図 3 システム使用時の画面 

4. まとめ 

本研究では，大学生を対象にオンライン授業中の

眼精疲労を予防することを目的として瞬き促進ツー

ルを開発した．今後，オンラインで授業を受ける大

学生を対象に実験を行い，瞬きの促進ならびにドラ

イアイの防止効果について検証を行う予定である． 
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